
こ
の
た
び
、
2
0
0
9
年
2
月
か
ら
3

月
に
か
け
て
、同
志
社
女
子
大
学
教
授
・
吉

海
直
人
氏
よ
り
、
近
世
の
書
物
で
あ
る
往

来
物
1
6
5
点
ほ
ど
が
本
学
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
段
ボ
ー
ル
箱
に
し
て
三
箱
分
に

も
な
り
ま
す
。

吉
海
氏
は
国
文
学
者
で
、
百
人
一
首
の

ご
研
究
の
著
書
も
発
刊
さ
れ
、
広
く
近
世

書
物
を
蒐
集
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

蒐
集
の
一
分
野
と
し
て
、
百
人
一
首
を
往

来
物
化
し
た
「
女
子
用
往
来
」
は
、
す
で
に

9
0
0
余
点
ほ
ど
も
蒐
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
世
の
子
ど
も
の
文
字
稽
古
や
、
読
み
本

と
し
て
の
単
語
、
地
理
、
歴
史
、
教
訓
、
実

業
な
ど
の
往
来
物
も
蒐
集
さ
れ
て
い
た
の

を
、
今
回
本
学
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

貴
重
な
近
世
初
期
の
往
来
物

寄
贈
さ
れ
た
往
来
物
1
6
5
点
ほ
ど
の

内
容
は
、
各
ジ
ャ
ン
ル
に
及
ぶ
貴
重
な
内

容
で
す
。
往
来
物
研
究
は
、教
育
史
研
究
者

の
石
川
謙
・
石
川
松
太
郎
の
二
代
に
わ
た

る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

の
分
類
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
と
、
多
岐

に
わ
た
る
内
容
で
あ
る
と
共
に
、
近
世
前

期
に
発
刊
さ
れ
た
貴
重
な
往
来
物
も
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
往
来
物
と
し
て

代
表
的
と
さ
れ
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
内

容
の
書
物
も
蒐
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
往
来
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
テ

ク
ス
ト
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
た
書
物
も
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
発
刊
年
代
が
近
世

前
期
の
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
居
初
氏
女「
女

書
翰
初
学
抄
」
上
下（
元
禄
三
年
正
月
刊　

小
佐
治
半
右
衛
門
板
）、
堀
流
水
軒「
庭
訓

往
来
」（
元
禄
七
年
七
月
）、「
御
成
敗
式
目
」

（
慶
安
四
年
三
月　

敦
賀
屋
久
兵
衛
開
板
）、

「
庭
訓
往
来
」（
正
保
二
年
四
月
）、「
新
刻
か

な
付
庭
訓
往
来
全
」（
明
暦
四
年
二
月
）、「
初

登
山
手
習
教
訓
書
」（
寛
永
二
年
六
月
）、
笹

山
梅
庵「
手
習
仕
用
集
下
」（
元
禄
六
年
）な

ど
が
あ
り
、こ
れ
だ
け
で
も
貴
重
さ
が
わ
か

り
ま
す
。
近
世
の
女
性
書
家
で
、女
筆
手
本

な
ど
に
よ
り
名
を
知
ら
れ
た
居
初
つ
な
、近

世
で
最
も
よ
く
読
ま
れ
た「
商
売
往
来
」
の

著
者
で
あ
る
堀
流
水
軒
が
初
期
に
著
わ
し

た
往
来
物
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
中

世
社
会
に
作
成
さ
れ
た
、古
往
来
の
代
表
的

な「
庭
訓
往
来
」
も
比
較
的
多
く
蒐
集
さ
れ

て
い
ま
す
。

幅
広
く
蒐
集
さ
れ
た

　
　

近
世
中
後
期
の
往
来
物

寺
子
屋（
手
習
塾
）
の
一
般
的
普
及
は
近

世
中
後
期
と
さ
れ
、
往
来
物
の
発
刊
も
多

量
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
中
期
の

往
来
物
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。「
仮
名
付
新

版
商
売
往
来　

全
」（
宝
暦
六
年
刊
村
田
次

郎
兵
衛
新
板
）、貝
原
先
生
述「
女
大
学
」（
明

和
七
年
九
月
）、
下
河
邊
拾
水「
庭
訓
往
来
」

（
明
和
九
年
正
月　

京
都
菱
屋
治
兵
衛
板
）、

大
坂
書
肆
作
成
「
寺
子
入
木
抄
」（
安
永
十

年
三
月　

吉
文
字
屋
市
兵
衛
板
）、「
女
用

躾
今
川
」（
享
保
三
年
十
二
月
）な
ど
、享
保
、

宝
暦
、
明
和
、
寛
政
期
頃
の
女
大
学
、
用
文

章
な
ど
の
消
息
類
や
、
女
子
用
往
来
、
書
札

類
な
ど
が
多
く
蒐
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、近
世
後
期
の
も
の
と
し
て
は
、「
女

大
学
教
箱
」（
天
保
十
四
年
七
月
）
な
ど
の

女
子
の
教
訓
類
や
「
御
家
流
平
仮
名
付　

諸
職
往
来
」（
弘
化
三
年
）、「
女
今
川
玉
苗

文
庫
」（
慶
応
二
年
四
月
）な
ど
、よ
く
読
ま

れ
た
往
来
物
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

明
治
期
の
往
来
物
も
蒐
集
さ
れ
て
い
ま

す
。
岡
本
賢
蔵
編
次
「
修
身
女
訓
」（
明
治

十
五
年
九
月
）、「
小
学
女
用
文
章
」（
明
治

二
十
五
年
二
月
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
全

体
と
し
て
、
女
子
用
往
来
、
散
ら
し
書
き
や

用
文
章
な
ど
の
手
紙
文
や
消
息
類
の
手
本
、

近
世
中
後
期
に
流
布
し
て
い
た
著
名
な
往

来
物
な
ど
が
蒐
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
近
世
の
書
物
研
究
が
活
発
で
あ

り
、
近
世
社
会
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
書

物
、
文
字
学
習
や
読
書
の
た
め
の
往
来
物

や
書
物
の
研
究
を
通
し
て
、
近
世
民
衆
の

識
字
力
の
検
討
も
深
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
に
奈
良
教
育
大
学
出
版
会
が
設
立
さ

れ
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
二
冊
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
記
念
す
べ
き
第
一
号
は
、
本
学
美
術
教
育
講

座
の
元
教
授
・
梶
田
幸
恵
先
生
の﹃
手
作
り
絵
本

の
楽
し
さ
﹄
で
す
。
そ
れ
に
続
く
第
二
号
は
、
本

学
音
楽
教
育
講
座
の
教
授
・
安
田
寛
先
生
の﹃
日

本
の
唱
歌
と
太
平
洋
の
讃
美
歌
﹄で
す
。
前
者
は
、

「
誰
で
も
簡
単
に
楽
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
る
絵

本
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
絵
本
の
作
り
方

を
懇
切
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者
は
、

「
唱
歌
誕
生
は
な
ぜ
奇
跡
だ
っ
た
の
か
」
を
副
題

に
、
唱
歌
と
讃
美
歌
の
意
外
な
関
係
を
対
話
形
式

で
解
き
明
か
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
両
者
と
も
に

平
易
な
文
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
一
気
に
読
み

通
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
初
の
数
ペ
ー
ジ
に
カ

ラ
ー
の
口
絵
が
あ
り
、
文
中
に
は
数
多
く
の
図
や

写
真
が
挿
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
眺
め
る

だ
け
で
も
有
益
で
勉
強
に
な
り
ま
す
。
装
丁
も
美

し
い
の
で
、
一
度
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
や
理
性
と
感
性
の
栄
養
分
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

「
大
学
出
版
会
」と
い
う
と
、堅
苦
し
い
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
方
が
お
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
難

解
な
学
術
専
門
書
を
公
刊
し
て
い
る
大
学
出
版

会
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。
し
か
し
本
出
版
会

は
、
学
生
や
一
般
読
者
向
け
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を

公
刊
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
学
内
組

織
で
す
。
2
0
0
7
（
平
成
19
）
年
度
に
、
長
友

恒
人
先
生
を
委
員
長
と
す
る
学
術
研
究
推
進
委

員
会
の
学
長
裁
量
経
費
に
よ
っ
て
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
の
公
刊
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
初
は
、
執
筆

者
の
選
定
や
出
版
に
当
た
っ
て
の
税
制
上
の
問

題
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
事
務
担
当
の
方
々
の
ご

尽
力
も
あ
り
、
何
と
か
公
刊
に
漕
ぎ
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

本
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
重
要
な
使
命
は
、
研
究
と

教
育
と
社
会
の
相
互
連
携
を
実
現
し
、「
開
か
れ

た
大
学
」
と
い
う
一
般
社
会
の
要
請
に
応
え
る
こ

と
で
す
。「
大
学
の
教
員
は
、専
門
の
研
究
に
相
当

な
時
間
を
費
や
す
ば
か
り
で
、
そ
れ
を
社
会
に
還

元
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う
批
判

が
こ
こ
数
年
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ひ
と
昔

前
に
は「“
象
牙
の
塔
”
に
閉
じ
こ
も
り
、
社
会
と

断
絶
し
て
い
る
大
学
」
な
ど
と
陰
口
を
た
た
か
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
本
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、

こ
の
よ
う
な
批
判
に
応
え
る
べ
く
公
刊
さ
れ
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
生
に

も
理
解
可
能
な
内
容
を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と

も
、こ
の
精
神
の
表
れ
で
す
。

出
版
会
の
運
営
は
、「
奈
良
教
育
大
学
出
版
会

運
営
委
員
会
」
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
構
成
員
四
名
（
研
究
担
当
副
学
長
・

学
術
研
究
推
進
委
員
会
委
員
・
会
計
課
長
・
学
術

情
報
課
長
）
の
小
さ
な
委
員
会
で
す
が
、
い
ず
れ

は
各
講
座
か
ら
の
意
見
が
直
接
反
映
さ
れ
る
よ

う
な
委
員
会
構
成
が
で
き
れ
ば
…
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
年
二
冊
程
度
出
す
こ

と
が
当
面
の
課
題
で
す
。
予
算
措
置
に
よ
っ
て

は
、
学
術
研
究
書
の
企
画
も
可
能
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
そ
れ
は
本
出
版
会
が
軌
道
に
乗
っ
て
か
ら

の
話
で
す
。
出
版
に
は
予
算
が
付
き
も
の
な
の

で
、
ま
ず
は
安
定
飛
行
を
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
己
の
教
養
と
ス
キ
ル
を

磨
く
た
め
に
、
読
書
会
や
学
習
会
の
た
め
に
、
さ

ら
に
は
先
生
方
の
授
業
の
た
め
に
も
、
本
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
を
存
分
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
各
号
の
初

版
は
2
千
部
で
、
定
価
は
1
，
0
0
0
円（
税
込
）

で
す
。
奈
良
教
育
大
学
の
生
協
以
外
で
も
、
関
西

圏
の
い
く
つ
か
の
書
店
や
一
部
の
ネ
ッ
ト
で
購

入
可
能
で
す
。
京
都
の
東
山
書
房
に
、
発
行
を
引

き
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

奈良教育大学出版会と
ブックレット

吉
海
直
人
氏
よ
り
寄
贈
の

往
来
物
の
紹
介

副学長（研究担当）　佐野 誠

手作り絵本の楽しさ
梶田 幸恵 著

「誰でも簡単に楽しく作ることがで
きる絵本」をキャッチフレーズに、
絵本の作り方を懇切丁寧に解説。

日本の唱歌と
　　　太平洋の讃美歌

安田 寛 著
本のテーマは、 「ぼくらの音楽はどこか
ら来たの？」です。 キーワードは、「キ
リスト教伝道、太平洋、讃美歌、唱歌」。

出
版
物
の
ご
紹
介

奈
良
教
育
大
学
出
版
会
か
ら
出
版
さ

れ
た
書
籍
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

名
誉
教
授 

　
　

梅
村　

佳
代

小学女用文章（明治二十五年二月）と
女用文初音錦

手習仕用集下（元禄六年）と
女大学教箱（天保十四年七月）

女用躾今川（享保三年十二月）

小学女用文章（明治二十五年二月）と

修身女訓（明治十五年九月）
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